
白
子
が
大
き
い
全
雄
ト
ラ
フ
グ
の
開
発
と
現
場
導
入
に
つ
い
て 

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場 

種
苗
量
産
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー 

魚
類
科 

 

【
は
じ
め
に
】 

 

長
崎
県
に
お
け
る
ト
ラ
フ
グ
の
養
殖
生
産
量

は
千
二
百
三
十
七
ト
ン
（
令
和
四
年
）
で
、
国

内
の
四
十
四
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
養

殖
に
不
可
欠
な
稚
魚
の
生
産
も
盛
ん
で
、
県
内

七
つ
の
種
苗
生
産
機
関
が
、
国
内
全
体
の
お
よ

そ
八
割
の
養
殖
用
種
苗
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ト
ラ
フ
グ
は
、
本
県
に
お
け
る
極

め
て
重
要
な
養
殖
対
象
種
で
す
が
、
近
年
は
物

価
高
に
伴
う
コ
ス
ト
増
大
や
、
魚
病
や
赤
潮
の

頻
発
な
ど
に
よ
り
、
漁
家
経
営
は
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。 

 

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場
（
水
試
）
で
は
、

ト
ラ
フ
グ
養
殖
経
営
の
安
定
化
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
高
値
で
取
引
さ
れ
る
精
巣

（
白
子
）
に
着
目
し
た
二
つ
の
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
①
白
子
を
持
つ
雄

だ
け
を
選
択
的
に
生
産
す
る
全
雄
生
産
技
術
開

発
と
、
②
白
子
が
発
達
し
や
す
い
ト
ラ
フ
グ
を

作
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
白
子
早
熟
系
統
の
選

抜
育
種
で
す
。
今
回
は
、
こ
れ
ら
の
技
術
開
発

の
進
捗
と
、
全
雄
ト
ラ
フ
グ
の
現
場
導
入
状
況

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

 

【
①
全
雄
生
産
技
術
】 

水
試
で
は
、
東
京
海
洋
大
学
と
の
共
同
研
究

に
よ
り
、
代
理
親
魚
技
法
を
用
い
た
全
雄
生
産

技
術
の
開
発
に
取
り
組
み
、
平
成
二
十
七
年
に

全
雄
ト
ラ
フ
グ
の
生
産
に
成
功
し
ま
し
た
。
平

成
三
十
年
か
ら
は
、
県
内
養
殖
業
者
等
と
連
携

し
た
全
雄
ト
ラ
フ
グ
の
養
殖
試
験
を
行
っ
て
い

ま
す
（
技
術
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
誌
の
令
和

元
年
十
月
号
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）。 

 【
② 

白
子
早
熟
系
統
の
選
抜
育
種
】 

 

 
ト
ラ
フ
グ
の
雄
だ
け
を
選
択
的
に
生
産
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
雄
種
苗
の

市
場
価
値
を
高
め
る
た
め
に
は
、
白
子
が
大
き

く
発
達
す
る
よ
う
な
品
種
改
良
が
不
可
欠
で

す
。
そ
こ
で
、
平
成
二
十
八
年
か
ら
、
東
京
大

学
と
連
携
し
、
遺
伝
的
に
白
子
が
発
達
し
や
す

い
系
統
（
白
子
早
熟
系
統
）
の
選
抜
育
種
に
着

手
し
ま
し
た
。
本
研
究
で
は
、
生
物
の
設
計
図

と
も
い
え
る
ゲ
ノ
ム
情
報
（
※
）
を
解
析
し
、

白
子
が
発
達
し
や
す
い
遺
伝
的
特
徴
を
持
っ
た

親
を
、
効
率
的
に
探
し
出
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
二
世
代
の
選
抜
・
評

価
を
終
え
て
お
り
、
選
抜
前
の
集
団
で
は
六
十

七
グ
ラ
ム
だ
っ
た
白
子
の
平
均
重
量
が
、
選
抜

第
二
世
代
で
は
百
十
七
グ
ラ
ム
に
ま
で
増
大
し

ま
し
た
。（
図
一
）。
選
抜
育
種
は
令
和
八
年
ま

で
継
続
し
、
白
子
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る
系
統

を
確
立
す
る
予
定
で
す
。 

※ 

ゲ
ノ
ム
情
報 

親
か
ら
子
へ
と
受
け

継
が
れ
る
生
き
も
の
の
特
徴
を
決
定

す
る
遺
伝
情
報
の
こ
と 

 



【
全
雄
種
苗
の
現
場
導
入
状
況
】 

 

全
雄
生
産
技
術
の
確
立
以
降
、
県
内
養
殖
業

者
等
と
連
携
し
た
養
殖
試
験
を
実
施
し
て
お

り
、
全
雄
ト
ラ
フ
グ
の
段
階
的
な
普
及
と
現
場

導
入
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
県
内

の
全
雄
種
苗
導
入
尾
数
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
こ
の
う
ち
合
計
五
十
一
万
尾
が
関
西
や
下

関
な
ど
の
市
場
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
（
図

二
）。
全
雄
ト
ラ
フ
グ
は
、
我
々
の
期
待
通
り

市
場
で
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
雄
雌
が
半
々

に
含
ま
れ
る
通
常
の
ト
ラ
フ
グ
に
比
べ
て
、
単

価
及
び
体
重
と
も
に
一
割
増
し
と
な
っ
て
い
ま

す
（
図
三
、
図
四
）。 

 

令
和
六
年
か
ら
は
、
全
雄
生
産
技
術
と
白
子

早
熟
系
統
の
選
抜
育
種
の
技
術
融
合
に
成
功

し
、
“
白
子
が
大
き
く
発
達
す
る
全
雄
ト
ラ
フ

グ
”
（
白
子
早
熟
全
雄
）
の
試
験
的
な
供
給
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
県
内
の
養
殖

業
者
三
十
者
が
四
十
万
尾
を
超
え
る
全
雄
種
苗

を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
三
十
四
万

尾
が
白
子
早
熟
全
雄
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
種
苗
の
成
育
状
況
は

良
好
で
あ
り
、
来
年
の
冬
場
に
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
白
子
が
大
き
く
発
達
し
た
全
雄
ト
ラ
フ

グ
の
出
荷
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

【
お
わ
り
に
】 

 

全
雄
種
苗
の
現
場
導
入
に
よ
り
、
白
子
が
過

剰
供
給
と
な
り
価
格
が
暴
落
す
る
こ
と
は
避
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
水
試
で

は
、
白
子
の
適
正
価
格
を
維
持
で
き
る
供
給
量

を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
実
需
者
の
養
殖
業

者
や
系
統
団
体
等
と
も
連
携
し
、
“
白
子
が
大

き
く
発
達
す
る
全
雄
ト
ラ
フ
グ

”
と
い
う
、
本

県
独
自
の
研
究
成
果
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
協

議
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
養
殖
業
者
お
よ
び
消
費
者
ニ
ー

ズ
に
応
え
た
魅
力
あ
る
養
殖
魚
を
供
給
で
き
る

よ
う
、
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
な
お
、
本
研
究
の
一
部
は
、
農
研
機
構
生

研
支
援
セ
ン
タ
ー
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
強

化
研
究
推
進
事
業
」
の
支
援
を
受
け
て
実
施
し

て
い
ま
す
。 

（
担
当 

吉
川
壮
太
） 

 
 



 
 

図 1 白子早熟系統の選抜育種の効果 図 2 全雄トラフグの導入及び出荷状況 



 

図 3 全雄トラフグの単価及び体重 図 4 令和 5 年産全雄トラフグ出荷魚（令和 7 年 1 月 22 日測定） 


